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要である。この CPO反応に対し、Rh/MgOに対し CeO2 を添加した触媒が高い触媒活性を示したため、その
活性向上メカニズムの検討を行い、CPOの反応機構、および CeO2 による反応促進機構の評価を行った。また、
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　メタンの接触部分酸化反応において、Rh/MgO触媒に対し Ce/Rh＝ 4という量の CeO2 を添加することで
活性が向上すること、ホットスポットの生成を抑制することができることを見出した。これは CeO2 を添加











る挙動が得られた。また X線微細吸収構造解析（EXAFS）測定の結果より、Rhとの親和性は Coが Niより
も大きく、Niは均一な合金を形成するのに対して、Coは偏析しやすいことが分かった。最適量の Co（Co/




　過剰水素中の CO優先酸化反応において、アルカリ金属（Li, Na, K, Rb, Cs）の添加効果を検討したところ、
Kが最も高い効果を示し、その触媒では CO酸化反応の H2 による劇的な反応促進効果が見られた。この水




















応システムに有効な Rh-Co及び Rh-CeO2 系触媒の開発に成功し、そこでの Co及び CeO2 の助触媒機能を解明
し、触媒設計指針を示した点で評価できる。また、後半の水素中の一酸化炭素の優先酸化反応においては、
Pt触媒への様々なアルカリ金属イオンの添加効果を検討し、反応機構への影響を明らかにした点が評価で
きる。両方の触媒系において、触媒調製から、反応特性評価、触媒構造解析、反応機構解析に基づいて助触
媒効果を解明した点が高く評価される。
　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
